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1 は じ め に

福島県における湛水直播栽培の面積は,1999年の実績で

709haで あり,全国1位の面積となっている。播種法別に

みると,ヘ リコプター等による散播304ha,乗用播種機に

よる播種405haであり,乗用播種機による面積が増加 して

いる1ゝ
福島県内で最も普及しているY社製の湛水土中条

播機 (以下条播機と略)では,播種深度は lm± o5cmの

精度とされているが,土壌硬度によっては,播種深度が不

安定になり,出芽・苗立ちを低下させる場合もある。そこ

で,落水時期と上壌硬度及び出芽・苗立ちの関係を検討し
,

条播機使用に適する土壌硬度とその土壌硬度が得られる落

水時期を明らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

に)耕種概要

1)区の構成 (播種法) 表 1の とおり
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* 専用機 (Y社 )に よる土中播種
**4m作溝後の手播き播種

2)試験場所及び土壌型 :福島県農業試験場冷害試験

地内ほ場 5a,細粒灰色低地上

3)供試品種 :ま いひめ

4)代 か き:1999年 5月 10日

5)播 種 期 :1999年 5月 12日

6)水 管 理 :播種後出芽始め (5月 19日 )ま で落水

管理

7)播種量及び種籾の処理 :0 5kg/a(乾 籾),カ ル

パー16粉剤を 2倍量粉衣,粉衣後24時間28℃で加温

8)本田施肥量 :基肥 (kg/a)N06,P20,12,
K2011

穂肥 (kg/a)N02(7月 21日 )

2)調査方法

1)土壌硬度 :ゴルフボールを田面からlmの高さで

自然落下させ,その時土壌中に陥入したゴルフボールの露

出高さを測定する簡易測定方法ので行った。

2)露出籾調査 :入水直前の播種後8日 目に調査した。

調査面積は 1区0 6nfと した。

3)サ ンプリング調査 :播種後29日 目に播種された条

を含む土壌を長さ (条方向)50cI,幅 と深さ約10cnに 切り

取り,それぞれの項目を室内で実測調査 した。

3 試験結果及び考察

播種直前の土壌硬度は,ゴルフボールによる露出高さで

当日落水が-13～ -08¨ ,前 日落水では-08～ ■05m
であった。露出籾数は当日落水では8～ 13粒/ポ ,前 日落

水では30～86粒/ごであった。また,当 日落水における健

全苗立数は,121～ 140本/nfでぁったが,前 日落水では
,

転び苗・ 浮苗の発生により,104～ 117本/ご と少なかった

(図 1)。

サンプリング調査 (表 2)に おいて,条播機による出芽

苗の播種深度は,平均で当日落水が1 3col,前日落水力Ю 9颯

表 1 区の構成

4 cm

4¨ ←当日落も区前日落水区→
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表2 播種深度と出芽 (サ ンプリング調査)

No    播種前   方法   粒数'    歩合   歩合    歩合   深度
~   

深度

1     当日   条播機   147     91     o     9     13    16
2   当日   手 播   200   31   21   48   21   25
3    前日   条播機   133    100     o     o    09    12

■ 6月 10日 における実測粒数である。
**正常苗の自部の長さの測定値。

―一――当日落水
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図2 草丈・茎数の推移 (条播機による土中播種)

であった。条播機による最深出芽深度は,当 日落水では

1 6cn,前 日落水では12¨であった。播き溝の深さ4 cmの

手播においては,出芽歩合は31～37%,出 芽苗の最深出芽

深度は2 5cmで ,これ以上の深さに播種された種子は,未

出芽または未発芽となった。

苗立後の草丈,茎数 (図 2),精玄米重 (表 3)に おい

ても,当 日落水処理が優った。

本試験の結果から,条播機の使用に適する土壌硬度は
,

ゴルフボールの露出高さで-l cm前後と推察され,そ の上

壌硬度を得るためには,当 日に落水することが望ましいと

考えられる。

なお,本報において無覆土タイプの条播機やショットガ

ン式の点播機,播種深度調節装置のある高性能播種機は適

用外である。

4 ま

土壌硬度は,播種当日の落水で,ゴルフボールの露出高

さで-lcl前後であった。この条件下で行った条播機によ

る土中播種では,当 日落水は前日落水に比較し.露出種子

が減少 し,転び苗や浮苗の発生が少なく,健全苗立数が多

かった。また,当 日落水では,その後の生育も良好であり,

収量も前日落水に優った。露出籾が少ないというメリット

は鳥害軽減にもつながると思われ,条播機使用による播種

では,ゴルフボールの露出高さで-l cl前後の土壌硬度と

なる当日落水処理が適当と考えられる。
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表3 成熟期の生育と収量

落水日 得長
(cn)

穂長 穂数 米重

(m) (本/r) (kg/a)
（日

ｏ
）
沢
糾

1  当日

3 前日

754
748

161
167

698
640

め
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